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【緒言】メソポーラスシリカ（MPS）の均一メソ細孔空間では、サイズマッチしたタ

ンパク質の機能と安定性の向上が報告されている。本研究では、ミオグロビン吸着

MPS（MPS/Mb）の散乱プロファイルの解析モデルの検討を行った。 

【実験】MPS 粒子を Mb 水溶液に加え、一晩振とうする

ことで MPS/Mb 複合体を調製した。この MPS/Mb 複合

体をコントラスト変調水（重水と軽水の混合物）に懸濁

させて、J-PARC の物質・生命科学実験施設にある BL15

「大観」で SANS 測定を行った。1) 

【結果と考察】100% D2O に MPS 粒子を懸濁させた試料

のＳＡＮＳプロファイルでは，ヘキサゴナル細孔構造

に由来するブラッグ回折が観察された。そこで，D2O が

100〜40%のコントラスト変調水に MPS/Mb を懸濁させ

て SANS 測定を行い，得られた SANS プロファイルを

特異値分解法で解析することでそれぞれの部分散乱関数を算出した。また，Mb 吸着

量を変化させた MPS/Mb については，100%D2O 中に懸濁させて一連の SANS プロフ

ァイルを得た。以上の測定結果を基に，MPS/Mb 複合体の散乱モデルを議論した。 

 
1) J. Kijima, Y. Shibuya, K. Katayama, T. Itoh, H. Iwase, Y. Fukushima, M. Kubo, A. 
Yamaguchi, Anal. Sci., 2018, 34, 1393. 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1 MPS/Mb の模式図 
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